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目的

➢ THA後6ヶ月で歩行のパラメーターは改善し、健常
者に近い歩行パターンとなっているという仮説を検
証すること。
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デザイン

➢ 横断研究
➢ THA後患者55例、対照群24例（健常者）
➢ THA患者は術前と術後6ヶ月、対照群は1回の各種測定を実

施。
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アウトカム

➢ 三次元歩行解析による歩行パラメーター
➢ 筋電図評価
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統計解析

➢ 反復測定分散分析
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結果
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結果

% norm contractionとは男性5kg、女性3kgの等尺性収縮時を100%として算出
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結果
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結果

➢ 半腱様筋と大腿二頭筋は立脚期で
高い活動を認めた。

➢ 中臀筋と大臀筋について、健常者
は立脚初期のみ活動が高まるが、
それ以外は終止THA後患者の方が
筋活動が高かった。

➢ 前遊脚期頃からRF、TFLの活動が
高まりすぎている。
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考察

➢ 術前よりは歩行のパラメーターは改善し、健常者のパター
ンに近くなっていた。

➢ 股関節のみではなく膝関節のパラメーターも考える必要が
ある。

➢ % norm contractionを改善するには、もととなる筋力
（分母）の改善が必要。

➢ 歩行のパラメーターを改善し、非効率な動きを改善させる
必要がある。


